
家族の価値観シート：本書の解説
思い出すことが強い苦痛につながるなら、無理に続ける必要はありません。一人で考える方法に
切り替える、いったん中断する、または心理的な支援を行う資格のある専門家に相談する選択が
あります。

価値を、大人の行動に置き換えます
「尊重」「責任」「思いやり」「自立」といった言葉は、人によって意味が違います。「尊重を大切
にする」と決めるだけでなく、むずかしい日に何をするのかまで考えます。たとえば、「返事を
する前に一度止まる」「人を笑いものにしない」「断る理由を聞く」のように表せます。
子どもに責任を持ってほしいなら、年齢やその子の使える方法に合った役割を考え、必要な助け
も決めます。大人が守らない価値を、子どもだけに求めることはできません。「自分の物を片づ
ける」を大切にするなら、大人も共有の物を元の場所に戻し、子どもがまだ一人でできない部分
には手を貸します。
親には子どもを導く役割があります。同時に、幼い子どもも権利を持つ存在です。大人の希望
は、子どもの尊厳、安全、発達と、育つにつれて表せるようになる意見を無視できません[1.4]。
この国際的な文書が、すべての国で同じ法律上の手続きや救済を定めているわけではありませ
ん。
家庭の価値観は、文化、信仰、地域、世代、生活条件によって形づくられます。どれか一つの価
値の並びを、よい親やよい子どもの世界共通の基準にすることはできません。ただし、文化や伝
統を理由に、暴力、屈辱、差別、必要なケアを受けさせないことを正当化することもできませ
ん。
一度に選ぶ価値は、4つまでで十分です。それぞれについて、大人ができる行動を一つ、家族の
誰かに必要かもしれない調整を一つ、大人が間違えたときの言葉を一つ考えます。話す、書く、
絵にする、口述して誰かに書いてもらうなど、使いやすい方法を選べます。

思い出を残す前に、公開する範囲を決めます
子どもの成長を記録することと、子どもの生活を公にすることは同じではありません。まず、大
人が共有してよいもの、子どもの理解や意思表示が育つにつれて本人の参加が必要になるもの、
家庭の外には出さないものを分けます。
健康に関する詳しい情報、強く動揺している場面、学校での問題、入浴やトイレの画像、あとで
本人が恥ずかしいと感じるかもしれない話は、公開しない側から考えるのが慎重です。個人的な
保存場所にも紛失や無断閲覧の危険はあるため、「非公開なら必ず安全」とは言えません。子ど
ものデジタル上の存在、同意、保存記録、サービスのプライバシーについては第33章で詳しく扱
います。

オフラインでできる小さな手順
一緒に取り組む大人がいる場合は、最初から答えを合わせず、それぞれが「残したいこと」「変
えたいこと」「まだ決めないこと」を一つずつ考えます。そのあと、共通点と違いを話します。
一人で取り組む場合は、自分だけで進めても、信頼できる人に一項目だけ相談してもかまいませ
ん。
次に、家庭で大切にしたい価値を4つまで選びます。それぞれを、大人が実際にできる行動へ置
き換えます。必要に応じて、年齢、障害、使える言葉や感覚、疲れ、生活時間に合わせた調整も
考えます。さらに、大人が守れなかったときに使う言葉を用意します。
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最後に、次の1週間で試す小さな行動を一つ決め、話を見直す日も決めます。たとえば、「夕食中
に一人一度は途中でさえぎられずに話せるようにします。1週間後に続け方を考えます」とでき
ます。書くことが負担なら、声に出して確認する、録音する、絵や記号を使う、信頼できる人に
書いてもらう方法があります。
この手順は、子どもの服従を測るテストでも、大人同士の相性を採点するものでも、相手に不利
な記録を作るためのものでもありません。印刷して使いたい場合は、家族の価値観シートがあり
ます。インターネットやシートがなくても、ここまでの手順だけで進められます。

一緒に話さないほうがよいとき
日常的な意見の違いなら、会話を止め、落ち着いてから再開できます。しかし、恐怖、監視、報
復のおそれ、誰かに支配されている状況、または暴力がある場合は、共同作業にしません。見つ
かると危険なメモも残しません。必要に応じて安全な端末や連絡方法を選び、危険にさらされて
いる人がいる場所で利用できる、秘密を守る暴力や支配への専門的な支援窓口につながります。
詳しい支援の組み立ては第5章で扱います。
危険が差し迫っているときは、シートや話し合いを続けず、危険にさらされている人がいる場所
の緊急の窓口に連絡します。親と子どもが同じ場所にいるとは限りません。子どもの保護、暴
力、通報義務、プライバシーに関する法律上の定義と窓口は地域によって異なるため、その場所
の公的な案内や秘密を守れる専門的支援で確かめます。危険な相手と安全について交渉すること
は勧めません。
記入シート：parentingstagebystage.com/ja/shiito/kazoku-no-kachikan/
この解説の出典：parentingstagebystage.com/ja/shutten/
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